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論 文 内 容 の 要 旨 
 臓器移植後の免疫抑制剤の投与や AIDS などによって惹起されるアスペルギルス症をはじめとする深在性真
菌症に対する有効な治療薬は少ない。本研究では、まず、真菌に特異的な細胞壁の形成に作用する物質を 
Aspergillus 属菌の形態異常を指標に探索した。その結果、放線菌 Streptomyces sp.548-07の培養濾液より
L-2,5-dihydrophenylalanine（DHPA）が単離され、きわめて低濃度で、種々Aspergillus 属の菌糸における分
岐異常を伴う抗菌活性を示した。 
 興味深いことに、DHPA で処理されたA.nidulans  の菌糸を顕微鏡下で観察したところ、微小管が消失してい
ることがわかった。さらに、ウェスタン解析により微小管を構成するαおよびβチューブリンの消失もわかっ









スを誘導する bifunctional な物質であることが明らかになった。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 AIDS などに起因するアスペルギルス症をはじめとする深在性真菌症に有効な治療薬は少ない。そこで、本論
文著者は真菌に特異的な細胞壁形成に作用する物質を形態異常を指標にして探索し、放線菌Streptomyces 
sp.548-07の培養濾液よりL-2,5-dihydrophenyl a ani e（DHPA）を単離している。DHPA はきわめて低濃度で種々
Aspergillus 属の菌糸における分岐異常を伴う抗真菌活性を示すという事実から、その作用のメカニズム研究
が展開された。 
 著者は、DHPA で処理されたA. nidulans の菌糸においては細胞骨格の一つである微小管が消失するという興
味深い現象を発見し、その構成蛋白であるαおよびβチューブリンが消失していることを明らかにした。加え
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